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１．本研究の目的

　子どもの育ち（自立と成長）を支援することは，子
ども本人の人生においても，保護者の人生において
も，また家庭・地域社会等の集団においても，極めて
重要な活動であることは自明のことと言ってよいだろ
う。しかし，封建制社会までに成立していた，職住の
一致した家庭と地域共同体による子育ての基盤が崩れ
た後，近代社会ないしは資本主義社会においてどのよ
うな担い手によって，またどのような目的，方法や内
容をもって子どもの育ちを支援するかという問題に対
しては，未だ明確な回答を得ていない。
　学校教育の普及と発展により，家庭と地域社会から
学校へと，子どもの育ちに責任を持つ主体は移行して
きた。また，大衆人民の労働者化の中で，保育所や学
童保育が普及し，児童福祉は特別なニーズを持つ子ど
もたちだけでなく，全ての子どもを対象にするよう発
展している。学校教育にしても，児童福祉にしても，
子育ての社会化が深化・進行していることは疑う余地
はない。しかし，不登校問題，高等学校中途退学問題，
社会的引きこもり，「いじめ」問題，学校内暴力に端的
に表れているように，個人と集団との関係性をめぐっ
て，矛盾が噴出している。
　と同時に，複雑化する社会に適応するために高い水
準で求められる市民性と労働諸能力は，普通教育にお
ける学習内容の高度化となって子どもたちの育ちに重
い負荷をかけている。しかし，このような負荷は，も
はや家庭が支えられるものではない。子育て家庭に経
済的余裕があるならば，習い事，塾，家庭教師，通信
教育など，家庭教育を外注することになる。この場
合，どれだけ子どもの育ちを支援できるかは，家庭の

経済的状況に依存することとなり，経済の格差は子育
ち支援の格差を生み出してしまう。ただし，経済的に
余裕のある家庭の子どもが，豊かに育ちを支援されて
いるとは限らない。家庭教育の外注は，子どもたちを
多忙化に追い込み，競争に駆り立てるおそれを生み出
す。わずかな自由時間は，リフレッシュのために，短
時間で簡単に楽しめる消費的な遊びに費やされること
になる。
　子どもの育ちを支援するためには，こうした歴史
的・社会的構造の中で，有効な支援の方法を模索する
ことが求められている。
　愛知県は，「あいちの青少年育成計画２１」（２００１年３
月）において『青少年の自立をはぐくむ多様な交流の
促進』を基本方向の一つとして，青少年が地域社会の
一員として主体的に多様な活動に参加するとともに，
青少年と大人とが共働して青少年の多様な交流を支え
ていくネットワークを築いていくことを推進すること
とした。それに基づき，２００１年度「愛知県ユースワー
カー養成事業」が開始され，ユースワーカーの養成に
よる人づくりと，養成したユースワーカーの行う青少
年育成支援活動を通じた青少年の自主的な社会への参
加・参画の推進を図ることを目指した１）。
　そこで，子ども（青少年）が育つ基盤として「居場
所」２）が必要であり，「居場所」を築くために必要な要
素としては，次の５点を挙げている。
　①時間，②空間，③仲間，④文化，⑤援助者
　時間，空間，仲間については，子どもの遊びや活動
に必要な「サンマ」として知られている。本文書では
それに文化と援助者を加えている。文化は，子どもの
遊び等の独自の文化が，地域の遊び仲間である異年齢
の子ども集団が成立しなくなる中で，断絶し，今の子
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どもたちに受け継がれていないことへの認識から加え
られた。また，援助者は，遊び文化の伝承と再創造の
担い手であったガキ大将や，拠点であった異年齢集団
が喪失したことと，その役割を担う今日的な人材を創
出していく必要性の認識から加えられた。いわゆるプ
レイワーカー，ユースワーカーの養成を意味してい
る。地域の中で青少年が集まることができる時間に集
まる場所や機会を用意すると同時に，青少年の仲間づ
くりを促し，活動の手ほどきをする援助者を配置する
ことが求められたのである。
　こうした「居場所」を作り出すための実践の一つと
して，「おいでん！わくわくキャンプ」を取り上げ，そ
の実践から「居場所」創出の可能性を探りたい。

２．おいでん！わくわくキャンプの取り組み経過

　豊田市生涯学習センター高橋交流館主催「おいで
ん！わくわくキャンプ」は，愛知教育大学の授業との
協働企画として，２００７～２００８年度に実施された。

（１）２００６年度

　事業のきっかけとなったのは，愛知教育大学におけ
る筆者が担当する２００６年度後期授業「社会教育演習
Ⅱ」３）において，高橋交流館の協力を得て大学生が公
民館のプログラム作りに取り組む授業を実施したこと
にある。その中で，中学生の「子どもリーダー」が小
学生とともに取り組む２泊３日の野外キャンプという
プログラムが立案され，この企画が，高橋交流館にお
いても評価されて，実際に事業として取り上げられる
ことになった。

（２）２００７年度

　具体的な取り組みとしては，高橋交流館の３つの主
催事業に，愛知教育大学の教員（筆者）と学生が参加
することになった。まず，「こどもリーダー養成講座」
と「おいでん！わくわくキャンプ」の企画・運営・実
施を，２００７年度前期授業「社会教育演習Ⅰ」６）の取り
組みとして参加することになった。さらに，こうした
子どもリーダー養成に取り組むとすれば，それをサ
ポートする「大人リーダー」を養成する必要があると
いうことから，「おとなリーダー養成講座」が開かれた。
この事業には，愛知県ユースワーカーが企画・実施に
協力し，高橋地区コミュニティ会議青少年育成委員会
としても協力・参加が位置づけられた。筆者と大学生
は受講者として参加した。
　また，子どもリーダー養成をキャンプだけにとどめ
るのではなく，継続的な取り組みが進められている。
高橋交流館では，２００７年１２月から２００８年２月にかけ
て，子どもリーダーの発案で土曜日日曜日を利用した
お菓子作り講座が開かれ，２００８年３月には子どもまつ
りとして「高橋交流館高橋っ子輪和フェスタ」を開催

し，子どもリーダーはおばけやしきに取り組んでい
る。
　２００６年度から２００７年度までの取り組みを時系列に
沿ってまとめると，次のようになる。
・１～３月　愛知教育大学後期授業「社会教育演習Ⅱ」
・３～４月　高橋交流館事業準備
・５～８月　おとなリーダー養成講座
・６～８月　こどもリーダー養成講座
・８月２２～２４日　おいでん！わくわくキャンプ；豊田
市総合野外センター（六所山）
・９月２１日　実践記録検討会
・１０月２９日　反省会・打ち上げ会
・１１月１１日　高橋交流館ふれあい祭りにて展示発表
・１２～２月　こどもリーダーお菓子講座
・３月２２日　高橋交流館高橋っ子輪和フェスタ
　２００７年度における取り組みは，実践記録検討会を踏
まえて実践記録集４）と，参加した学生の卒業論文５）に
まとめられた。その中で，高橋交流館と筆者との間
で，単年度の取り組みとするのでなく，継続的におい
でん！わくわくキャンプを取り組んでいく合意が作ら
れた。

（３）２００８年度

　２００７年度を踏襲し，高橋交流館の３つの主催事業
に，愛知教育大学の筆者と学生が参加することになっ
た。ただし，「おとなリーダー養成講座」は，筆者が講
師として参加し，通年の取り組みに変更したため，学
生の参加を求めなかった。
・５～１２月おとなリーダー養成講座
・５～８月こどもリーダー養成講座
・８月１６～１９日おいでん！わくわくキャンプ；田原市
江比間野外活動センター
・９月４日　打ち上げ会
・１２月５日　実践記録検討会
　２００８年度においても，実践記録検討会を開催し，実
践記録集の発行が予定されている。２００９年度以降の取
り組みは未定であるが，継続的な取り組みを目指し
て，現在調整中である。

３．おいでん！わくわくキャンプのねらい

　事業のねらいについては，必ずしも，実施主体者の
間で議論を重ねたり，合意形成をしたりする場を設け
ているわけではない。初発の事業の目的は，２００７年度
こどもリーダー養成講座の「講座等開設計画書・企画
書」７）にまとめられているので，その部分を引用して
おきたい。

　背景：子供会・ジュニアクラブ等活動はあるが，子
どもの主体性が感じられない事が多い。そこで，本年
度，長期的に「こどもリーダー」を養成していくのを
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目的に「おとなリーダー養成講座」を高橋地区の住民
を対象に開講（５月～８月）する事にした。子どもリー
ダーとおとなリーダーが主体となって小学生３０名を募
集しキャンプを行う。
　ねらい：こどものこどものためのこどもによるキャ
ンプを計画から実行までおとなリーダー他の見守りの
上実施し，仲間との話し合い・運営することを体感す
る。試行錯誤の中で仲間と共に主体的に動く楽しさを
感じ自分にもやれるという自信をもたせ長期的にこど
もリーダーとして高橋地区で活躍できる中学生を育て
る。
　展開：長期的にこどもリーダーとして高橋地区で活
躍できる中学生を育てる。子供会リーダー研修会・単
個子供会等への派遣や輪・和まつり等への参加ができ
るような人材の育成をめざす。ワークショップや野外
活動を通して，実際に活動する際の注意点やおもしろ
さを感じる。受講後，実際にキャンピングを六所山で
実施し，小学生を招待し，異年齢間の深い関わりを持
たせる。①六所山キャンプ場へ行き，そこでどんな
キャンプを実施するかをワークショップを行って決め
る。②第１回目の内容からデイキャンプを行う。食事
の用意（サバ飯も行う）・ツリークライミングを学習す
る。③実際のキャンプのデイプラン必要品等細かな計
画をたて，キャンプに参加する子供たちにガイダンス
のための資料つくりをする。

　「こどものこどものためのこどもによるキャンプ」
「おとなリーダー他の見守り」「試行錯誤の中で仲間と
共に主体的に動く楽しさ」「高橋地区で活躍できる中学
生を育てる。」というキーワードに，ねらいは集約され
ている。こうしたねらいを実現するために，３つの主
催事業が取り組まれ，またキャンプの内容が編成され
ている（資料１，４）。「主体性」や「試行錯誤」を引き
出していくために，多彩な活動を盛り込むと同時に，
日常では経験できない冒険的内容（ツリークライミン
グ，カヌー，どろんこ）を組み込んでいる。高橋交流
館との協働の相方であった筆者も，大学教員の立場か
ら，実践記録集において「ねらい」の要点をまとめて
いるので，以下に再掲しておきたい８）。

　第一に，子どもの育ち合いです。異年齢の子どもた
ちが，協力・協働して事業に取り組む中で，成長する
ことを目指しました。そこでは，お互いの違いを理解
しあうこと，甘えたり甘えられたりしながら協力関
係・リーダーシップとフォロアーシップを形成するこ
と，子どもたちの自主性・共同性を育む自治的な活動
となることなどが大切にされてきました。
　第二に，長期的・継続的な子どもリーダー養成です。
地域における人間形成の一番の弱点は，中高生から結
婚にいたるまでの思春期・青年期の活動の場と支援体

制が充分でないことです。幼少期の大人との関わり，
地域における遊び仲間，小学校と子ども会・ボーイス
カウト・ガールスカウトなど子ども組織など，小学生
までは地域において育つ場や支援の体制を整える努力
は意識的に行われています。それを中学生以降までつ
なげていくことを目指しました。したがって，地域で
活動する核となる中学生たちをどう育てるかが課題と
なります。
　第三に，長期的・継続的なおとなのネットワーク形
成です。一過性の取り組みでは，長期的・継続的な子
どもリーダー養成を維持することはできません。子ど
もたちの育ちを支えるためには，大人たちの組織・
ネットワークを作ることが必要です。
　第四に，地域で活動する青年・学生の養成です。こ
うした取り組みに青年・学生が参加することによって，
子どもたちの育ちを支える役割を担い，職業としてあ
るいは社会活動として子ども・地域に関わる大人とし
てのあり方と，地域における人間形成の営みを，実践
的に学ぶことができます。このことは，青年・学生に
とっての自己形成に大切な経験になることが期待でき
ます。

４．おいでん！わくわくキャンプの組織と構造

（１）参加者組織

　実施主体の組織のあり方は，おいでん！わくわく
キャンプの特徴の一つである。社会教育施設（公民館）
と学校教育施設（大学）が実施主体となり，それに自
治組織と専門的ボランティアが加わっている。自治組
織には，地域社会教育関係団体（子ども会，ボーイス
カウト，ガールスカウト等）が，構成員となっている。
専門的ボランティアとしては，愛知県のユースワー
カー養成事業の登録ユースワーカー，ツリークライミ
ング NPO，竹細工講師，ネイチャーゲーム講師，しゃ
ぼん玉講師，カヌー協会講師，釣り講師，田原市どろ
んこ村，NPOハックルベリー，宇津江漁協が参加して
いる。多彩な専門的ボランティアが，多彩な活動を支
えている。

①公民館；高橋交流館
②大学（教員＋学生）；愛知教育大学
③自治組織；高橋地区コミュニティ会議青少年育成
委員会，地域社会教育関係団体
④専門的ボランティア；愛知県ユースワーカーほか

　このほか，高橋地区は，高橋中学校の通学区でもあ
り，本事業においても高橋中学校の果たす役割は大き
い。具体的には，子どもリーダー養成講座の募集への
協力と，生徒の活動参加への支援をしている。全校生
徒へのチラシの配布の他，２００８年度には朝礼の全校集
会で子どもリーダー募集のスピーチを行っている。ま
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た，２００７年度には，常勤講師の教員が，キャンプのボ
ランティアとして１日参加している。
　また，２００７年度のキャンプ会場であった豊田市総合
野外活動センターでは，野外活動の経験豊富な職員か
ら，キャンプの計画立案・実施準備，実施当日の支援
等，きめこまかい援助を受けることができた。２００８年
度のキャンプ会場の江比間野外活動センターにおいて
も，職員とキャンプカウンセラー（ボランティア）の
支援を受けることができた。

（２）世代別構成

　世代的にみると，小学生と中学生との協働のキャン
プに，その直接のサポーターとして大学生が関わり，
そのサポーターとしての地域のおとな・講師と青年
ユースワーカーが必要に応じて参加し，全体の主催と
コーディネートは，公民館職員と大学教員が責任を持
つという構造を持っている。（表１）
　このように，子どもたちの協働を核として，地域の
諸機関・諸組織・多世代が幅広く協力・協働・参加し
た取り組みであったことが，大きな特徴である。特
に，中学生の子どもリーダーとしての育ちを支えるた
めに，直近の世代（青年世代）である大学生が，一緒
に遊んだり，話したり，甘えられたりする中で信頼関
係を結び，キャンプの計画を立案し実施する全過程で
中学生の力を発揮するよう支援を行った。一方，小学
生は，中学生から見ると世話をしたり，一緒に活動し
たりする，働きかける対象であり，中学生の自立をう
ながしていくパートナーとしての役割を持つ。そし
て，諸活動全体を支えるのは，公民館職員，大学教員，
大人リーダー，講師・ボランティアという大人の役割
である。多世代が交差しあう中で，中学生の育ちが多
面的に支えられることを目指しているといえるだろ
う。
　なお，こうした幅広い組織化が実現したのは，公民
館職員である高橋交流館職員の日常的なネットワーク

形成の努力に負うところが大きい。調整者（コーディ
ネーター）としての力量が発揮されたことが，全体の
取り組みを支える重要な要因であったことは，強調し
ておきたい。

５．おいでん！わくわくキャンプの成果

　２年間に渡るおいでん！わくわくキャンプの取り組
みの中で，多くの発見があった。２００７年度の取り組み
の成果については，以下のように整理を行った８）。

（１）子どもの遊びの再生

　他のキャンプと大きく異なっていた，今回のキャン
プの特徴の一つは，「時間にとらわれない時間管理」を
行っていたことです。キャンプのタイムテーブルは
あったものの，天候や子どもたちの状況などに応じ
て，臨機応変に対応しました。そのことによって，多
少，時間がずれこんでしまうことがありましたが，充
実した取り組み，特に充実した子どもの遊びが可能に
なったことは重要でした。
　日常的には，時間で管理され，忙しく毎日を送って
いる子どもたちが，へとへとになるまでとことん遊び
きる（肝試し，水鉄砲，アスレチック）なかで破られ
る壁がある。ゆったりとした時間の中で，自分たちで
いろいろ試しながら，遊びの創造（沢遊び，石マニア，
軍手野球，がけのぼり）が展開される。時間決めの活
動では不可能な，かつての子どもたちがみんな経験し
ていた，子どもの遊びの再生が実現したのです。

（２）中学生の成長とリーダーシップ形成

　きょうだいが少なくなり，地域の異年齢の子ども集
団が成立しにくくなった中で，年上の子に甘えたり，
年下の子の面倒をみたりする経験も少なくなってしま
いました。「先輩・後輩」という枠組みもない中で，ど
うやって年下の子どもとの関係を作るのか。中学生の
挑戦のはじまりでした。最初こそおとなしくしていた

表１
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小学生も，少し様子がわかってくると，やりたいこと
がいっぱいできてきて言うことなんか聞いていられな
い。そんな子どもとどう協力・共同するのか。とまど
いから，模索，試行錯誤する中で，お互いの関係を考
えてきました。まだ「たいへんさ」や「めんどくささ」
が先に立って「一緒にやりたい」とは思えないという
場合も少なくなかったと思いますが，それでもただ
「してあげる」関係でなく，「一緒にやる」パートナー
シップの形成を追求したことは大切な経験になったの
ではないでしょうか。「頼りになる小学生」を発見した
り，中学生同士の今までにないつながりができてきた
りした経験も，その中には含まれていたと思います。

（３）大学生の世代としての重要な役割

　今回の取り組みの中で，きわだって目を惹いたの
は，大学生世代の役割でした。子どものリーダーとし
て，自分たちの楽しみだけでなく小学生と一緒にやっ
ていく役割に挑戦した中学生世代にとって，大学生世
代は，遊び相手として，話し相手として，求めれば必
ず受け止めてくれる存在として，重要なパートナーで
した。自分たちのすぐ上の世代でなく，もう少し上
で，でも「大人」じゃない大学生世代は，中学生にとっ
て絶妙の距離感を持つ世代だったようです。
　大学生の個性もさまざまでした。障碍のある子に寄
り添った学生，小学生のアイドルになった学生，中学
生のヒーロー・ヒロイン的存在になった学生，中学生
の女の子たちの一人ひとりとそれぞれ関係を作った学
生たち。それぞれの個性を発揮して，個性豊かな子ど
もたちと向かい合った取り組みであったと思います。

（４）大学生集団の力量形成

　そうした学生がそれぞれの情報を共有し，集団とし
て一人ひとりの子どもや，事業の運営に取り組んだこ
とも重要な経験になりました。子どもとふれあう喜
び，成長を見届ける喜び，それを共有する喜び，頼り
になる職員・大人リーダー・ユースワーカーと共同す
る喜び。地域における活動，子どもと関わる活動の魅
力を体感することができたことは，学生にとって得難
い経験であったと思います。また，情報の共有と意見
交換，レポートとスタッフ会議，お互いの活動の支え
合い，評価と協働というような協働の方法や知恵を学
ぶことにもなったと思います。
　また，今後の検討課題にもなることですが，今回は，
責任者を明確にした役割分担することは抑制した取り
組みでもありました。「ゆるやかな組織化」が，「押し
つけ」や「過重なストレス」の排除の条件になりまし
た。自主性，自立性を大切にする取り組みにおいて
は，こうした配慮は子どもたちと同様，学生スタッフ
にも意味を持ったのだと思います。
　このような，大学生集団の力量形成の場，〈青年の育

つ環境形成〉は，地域における活動の重要な課題です
が，今回のような協働の取り組みによって，それが生
み出されてくる可能性を持っていることは強調してお
きたいと思います。

（５）大人ネットワーク形成の意義

　子どもたちの時間決めでない活動を保障し，そのサ
ポートをする大学生たちを支えるためには，大人リー
ダーの役割は重要です。子どもたちの活動が活発にな
れば活発になるほど，それを支える仕事は広がってい
きます。精神的にも，生活においても，まだまだ不安
定な中学生や大学生を，活動の場を用意したり，相談
にのったり，活動を手伝ったりすることで，子どもた
ちの活動を支えることができるのだと思います。今回
の取り組みでも大人の方々の支えがなくては実現しな
かったことが多かったと思います。一方で，大人リー
ダーとしても，「帳尻合わせは大人の仕事」ということ
を自覚をして，そこにやりがいをみいだしたり，その
喜びを共有したりすることが，大人リーダーの主体形
成「自分づくり」にとって重要であるし，またネット
ワーク形成「地域づくり」を進めることにつながるの
だと思います。今後，青少年育成委員会部員の役割，
地域における子どもたちの活動を支える大人の役割を
より深めていくことが大切だと思います。

（６）実践を支える社会教育労働のネットワーク

　今回，大人リーダーとして，幅広い方々が参加され
ました。竹細工講師，ネイチャーゲーム講師，NPOツ
リークライミングクラブ，ボーイスカウト，青少年育
成委員会部員，高橋中学校教員，公民館職員，豊田市
総合野外センター職員，大学教員，愛知県ユースワー
カーなど。また，このほかにも果物を差し入れていた
だいたり，朝食のパンを焼いていただいた地域のパン
屋さん，つかみ取りの鮎を卸していただいた割烹料理
店さんなど，多くの地域の方々の協力がありました。
こうした地域における子どもの活動を支えるネット
ワークは，自然にできたものではありません。ネット
ワーク形成の要（つなぎ手）は，やはり公民館職員で
ある高橋交流館の職員のみなさんでした。今回の取り
組みは，公民館職員の資質や役割が，子どもたちの育
ちを支えるためにいかに重要かということを示すもの
でもあったのではないでしょうか。

　２００８年度の取り組みの中でも新たな成果が見えてき
ている。まだ取り組みの総括を終了していないが，い
くつかの点について論じておきたい。
　第一に，２００７年度から２００８年度に向けて，「リピー
ター」が多かったことである。２００７年度の参加者を見
ると，中学生１２名のうち８名が連続参加，小学生１４名
のうち８名が連続参加している。２００８年度のキャンプ
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終了時に行ったアンケート（資料３）を見ても，２００９
年度への期待は高い。また，小学生が，将来子ども
リーダー，大学生スタッフになりたいという割合も高
い。継続へのエネルギーと，地域を居場所とする中学
生・高校生が生みだされる萌芽といってもよいだろう。
　第二に，２００８年度には，不登校の子どもたち，「死に
たい」という子どもたち，家庭と学校に悩みのある子
どもたちの参加が目を惹いた。特に中学生のメンバー
は，意図的にお互いが誘い合って組織された面が強
い。こうした子どもたちの学校以外での居場所を求め
る要求の強さがうかがわれるが，同時に，彼らがキャ
ンプの取り組みの中でその力を発揮していったことに
注目しておきたい。
　第三に，「見守る」関係性の有効性である。子どもと
大人（大学生と大人リーダー）との関係が，世話をす
る，指導する，という関係でなく，あくまでも子ども
の力を信じてそれが発揮されるのを待つという姿勢
は，取り組みの前半ではまとまりのない集団，進まな
い準備，という現象を生み出す。しかし，生活をとも
にし，お互いの信頼関係を育み，自分の持ち場・居場
所が明確になったときに，一人ひとりの力は引き出さ
れ，「群れ」は「集団」へと質的な変化を遂げていく。
こうした一人ひとりの変化，集団の変化をもたらす構
造については，今後の追究課題となる。
　第四に，危機管理，安全教育の重要性である。取り
組みのねらいと，安全の確保をどのように調和させる
かは，活動の継続のためにも重要な課題となってい
る。

おわりに

　高橋交流館と愛知教育大学の協働（コラボレーショ
ン）は，子どもの育ちを地域で支える実践を構想する
上で，多くの示唆に富んでいる。しかし，２年間の実
践ではまだ充分な取り組みとは言い難い。子どもの育
ちを支えるためには継続的な取り組みと，世代を貫く
ネットワークを形成することが必要であるという仮説
を検証するために，可能な限り継続的な実践が求めら
れている。

註

１）愛知県『青少年育成支援活動の推進とユースワーカーの養

成について』２００２年２月。筆者は，委員会の長として，起

草を行った。

２）前掲書においては，「居場所」を次のように規定した。まず

第一に青少年が安心してくつろげる場所であり，自己とい

う存在を見つめ確認する場所である。そして第二に異年齢

の者も含む他者と触れ合い，青少年の社会性を培うととも

に，社会への参加・参画をはぐくんでいく場所である。

３）社会教育演習Ⅱは，社会教育主事の基礎資格のための授業

である。受講開始時に提示した授業のねらいは以下のとお

りである。

　　　今年度の社会教育演習Ⅱの開講を以下のように予定して

います。ただし，４年生の受講希望がない場合には，２月

４日日曜日の授業実施は行わず，２月１７日土曜日を使って

授業を行う予定です。全日程参加が原則ですが，参加でき

ない日程については，別日程での実施または，課題提出に

よって出席に代えることも考慮します。受講希望者は，返

信していただくようお願いします。また，他に受講希望者

があれば，以上のことをお伝え下さい。

　　内容；豊田市高橋交流館の事業について概観し，実際の事業

に参加・見学し，２００７年度の子ども・青年向け事業（講座・

イベント等）を企画する。企画案は，高橋交流館職員の方と

協議の上，実際に２００７年度に実施する。

４）『高橋交流館・愛知教育大学協働事業　おいでん！わくわく

キャンプ実践記録』高橋交流館，２００８年３月。

５）西尾縁「中学生の地域参加と公民館」愛知教育大学２００７年

度卒業論文。

６）社会教育演習Ⅰも，社会教育主事の基礎資格のための授業

である。２００８年度のシラバスの内容は，以下のとおりであ

る。

　　授業概要；社会教育実践の計画・実施・総括の全過程に参

加することによって，社会教育の実践的課題について追究

するとともに，実践的力量の形成を目指す。

　　予定；今年度は，豊田市生涯学習センター高橋交流館と連携

し，中学生の子どもリーダーの企画する小学校高学年対象

のキャンプの計画・実施・総括を通して子どもリーダー育

成を目指すプログラムを実施する。キャンプは７～８月に

おいて３泊４日で行い，その計画・準備は４～６月の土曜日，

総括は９月の土曜日に日程をとって実施する。基本的には，

高橋交流館を会場として実施するが，必要に応じて学内で

も打合せを行う。受講者は，子どもリーダーを支援する計

画を立て，高橋交流館職員および高橋地区コミュニティ会

議青少年育成部会員と協力してキャンプの実施を支援し，

総括段階においては実践記録集を作成する。

　　１．社会教育実践の計画（４～６月の土曜日）

　　２．社会教育実践の実施（７～８月の３泊４日）

　　３．社会教育実践の総括（９月の土曜日）

　　　　教科書・参考書；配布する。

　　　　評価方法；毎回の実践記録（２０点）

　　　　プログラム実施への参加（４０点）

　　　　レポート（４０点）

　　備考；この授業は社会教育主事基礎資格取得のための講義

であるので，社会教育に対する学問的関心・職業的関心のあ

る方の受講を期待したい。社会教育実践の現場にふれる貴

重な体験になるが，その性格上，学外での授業および合宿

を伴うことを前提に受講されたい。

７）「平成１９年度高橋交流館講座等開設計画書・企画書　こども

リーダー養成講座」。

８）大村「『おいでん！わくわくキャンプ』実践の意義」『高橋

交流館・愛知教育大学協働事業　おいでん！わくわくキャ

ンプ実践記録』高橋交流館，２００８年３月。

９）同前。

（２００８年９月１７日受理）
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資料１　２００７年度キャンプ日程表

資料２　２００７年度ふりかえりシート
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資料３　２００８年度アンケート
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資料４　２００８年度キャンプ日程表


